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添
田
プ
一
プ
ソ
と
高
橋
意
見
書

第
九
十
四
巻

四

第
五
号

主王
ノ、

添
田
0

フ
ラ
ン
と
高
橋
意
見
書

1
l明
治
一
二

O
年
貨
幣
法
案
の
準
備
過
程
ー
ー

野

郎

添
田
プ
ラ
ン
の
性
格

日
本
が
い
よ
い
よ
金
本
位
制
の
実
施
を
最
後
的
に
決
意
し
た
の
は
、
松
方
向
閑
(
い
わ
ゆ
る
松
隈
内
閣
)
の
或
立
に
よ
っ
て
、
松
方
が
総

理
大
臣
兼
大
蔵
大
臣
と
な
っ
た
一
八
九
六
年
(
明
治
二
九
年
)
九
月
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
決
意
の
具
体
化
と
し
て
、
九
月
二
九
日
政
府

は
ま
ず
従
来
の
償
金
の
正
貨
で
の
凶
収
日
現
送
に
お
い
て
採
用
し
て
い
た
金
銀
併
収
の
方
針
を
改
め
、
正
貨
を
も
っ
て
回
収
す
る
も
の
は

以
後
金
を
主
と
す
る
方
針
に
転
じ
、

同
年
十
一
月
十
日
に
杢
り
銀
塊
購
収
を
全
く
中
止
す
る
に
い
た
る
。

(
自
明
治
二
八
年
十
月
至
明
治
一

-
年
六
月
償
金
収
支
報
告
書
、
J

ハ
O
↓
一
且
、
八
一

O
買
)

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
金
基
礎
充
実
へ
の
転
換
に
み
ら
れ
る
金
木
位
実
施
へ
の
促
迫
過
程
は
、
同
時
に
来
た
る
べ
き
金
本
位
の
施
行

方
法
如
何
の
決
定
H
具
体
化
を
必
至
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
最
終
的
結
品
た
る
も
の
は
一
八
九
七
年
(
明
治
三
O
年
〕
二
月
二
五
日
閣
議
に
提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
一
一
一
月
一
日

議
会
提
出
壱
へ
て
同
二
九
日
公
布
を
み
る
に
い
た
っ
た
貨
幣
法
案
伺
附
属
法
案
で
あ
る
。



し
か
し
、
こ
の
貨
幣
法
案
以
前
に
、
添
田
寿
一
の
起
草
に
よ
る
金
本
位
施
行
方
法
と
題
す
る
幣
制
改
革
案
が
同
年
一
月
二
九
日
松
方
大

蔵
大
臣
あ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
Q

こ
れ
は
松
方
の
内
命
に
対
す
る
復
命
書
で
あ
り
、
起
草
者
は
添
田
(
大
蔵
書
記
官
)
で
あ
る
が
、
そ
の
大

体
の
方
針
は
同
じ
く
、
松
方
の
内
命
を
v

つ
け
た
田
尻
稲
次
郎
(
当
時
大
蔵
次
官
)
、
松
尾
区
善
(
主
計
局
長
)
、
阪
谷
芳
郎
(
主
計
官
)
お
よ
び

添
田
の
合
議
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
(
貨
幣
法
制
定
及
実
施
報
告
、
五
七
一
且
)

」
こ
で
は
と
れ
を
起
草
者
に
ち
な
ん
で
添
回
プ
ラ

γ
と

よ
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

日
清
戦
争
後
、
貨
幣
法
案
の
成
立
以
前
に
提
起
さ
れ
た
プ
ラ

γ
と
し
て
、
少
く
と
も
公
刊
の
資
料
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
も
の
と
し
て

は
、
こ
の
添
田
0

フ
ラ
ン
の
ほ
か
、
貨
幣
制
度
調
査
会
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
阪
谷
ブ
ラ
Y

が
あ
右
。

財
政
経
浩
史
料
集
成
、
十
二
巻
、
三
入
九
一
一
一
九
一
頁
、
な
お
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
〈
は
経
済
論
叢
、
九
二
巻
三
号
所
収
拙
和
参
照
)
の
ち
に
ふ
れ
る
よ

(
貨
幣
制
区
調
査
会
報
告
、
明
治
前
期

う
に
こ
の
二
つ
の
プ
ラ

γ
の
問
に
ほ
か
に
い
く
つ
か
の
プ
ラ

γ
が
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
公
刊
資
料
記
載
の
も
の
と
し
て
は
こ
の

二
つ
で
あ
り
、
し
か
も
添
田
プ
ラ

γ
は
貨
幣
法
案
の
わ
ず
か
一
ヶ
月
前
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
貨
幣
法
案
成
立
の
泉
礎
母
体
と
し

て
、
前
者
に
比
し
て
は
る
か
に
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
貨
幣
法
制
定
及
実
施
報
告
、
七
六
頁
)

添
田
プ
ラ
ン
の
概
要
は
つ
町
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

(
同
上
、
五
七

l
七
六
頁
)

ト)

現
行
一
円
銀
貨
に
相
当
す
る
新
本
位
金
貨
一
円
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
算
定
の
基
礎
と
し
て
平
均
金
貨
相
場
一
九

O
円
(
金
貨
一

O

。
円
当
り
銀
貨
一
九

O
円
)
を
と
る
。
こ
の
場
合
金
貨
一
円
は
品
位
九
O
Oと
し
て
総
量
二
三
・
五
三
グ
レ
イ
ソ
、

純
量
二
了
一
八
グ
レ

イ
y
と
な
る
。
こ
の
場
合
金
銀
比
価
は
一
対
三

0
・
七
一
一
一
(
い
ず
れ
も
小
数
点
三
位
以
干
切
捨
ゴ

tヰ

金
貨
一
円
ほ
鋳
造
せ
ず
、
金
貨
は
五
円
、
十
円
、
二
十
円
の
三
種
に
止
め
る
。

同

金
本
位
施
行
と
共
に
銀
貨
の
白
出
鋳
造
壱
停
止
す
る
も
現
行
一
円
銀
貨
は
現
在
高
六
千
百
万
円
に
限
り
、
少
く
と
も
当
分
の
間
法

添
田
プ
ラ
ン
と
高
橋
意
見
書

第
九
十
四
巻

四

第
五
号

五
七



添
旧
グ
ラ
ゾ
と
高
橋
首
見
書

常
九
十
四
巷

=
一
回
凹

億
五
号

五:
ノl、

貨
と
し
て
流
通
せ
し
め
る
。
将
来
銀
価
が
下
落
す
れ
ば
、
す
で
に
輸
出
さ
れ
た
銀
貨
(
約
一
億
一
千
五
十
万
円
)
の
う
ち
若
干
は
流
入
す
る

壱
ま
ぬ
が
れ
ず
、
己
の
面
か
ら
金
本
位
制
は
無
効
に
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
だ
か
ら
政
府
は
こ
の
回
収
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
、
た
と

え
ば
流
通
額
が
制
限
額
に
達
す
れ
ば
鋳
潰
す
か
、
補
助
貨
の
増
鋳
に
使
用
し
、

一
部
は
台
湾
の
需
要
に
供
す
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
。
以

上
は
目
下
宇
む
号
え
な
い
便
法
で
あ
っ
て
、
将
来
は
純
然
た
る
金
本
位
壱
確
立
す
る
た
め
、
銀
貨
は
漸
次
使
用
壱
制
限
し
て
、
真
正
の
補

助
貨
と
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
改
鋳
の
上
全
然
法
貨
た
る
地
位
か
ら
排
除
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
補
助
貨
の
増
鋳
が
行
わ
れ

な
付
れ
ば
な
ら
な
い
1

0

制

日
本
銀
行
は
銀
地
金
の
準
備
を
廃
止
し
、
金
貨
、
金
地
金
お
よ
び
銀
貨
と
を
も
っ
て
免
換
準
備
と
し
、
金
貨
も
し
く
は
銀
貨
を
も

っ
て
従
来
発
行
の
免
換
銀
券
と
引
換
え
る
こ
と
。
た
だ
し
一
円
銀
貨
最
高
六
千
百
万
円
以
外
の
一
円
銀
に
対
し
て
は
本
案
実
施
後
先
換
券

の
発
行
を
禁
止
し
、
こ
れ
以
外
は
す
べ
て
金
号
以
っ
て
免
換
し
、
そ
の
場
合
五
円
以
下
の
免
換
券
を
発
行
し
な
い
こ
と
。

国

メ
キ
シ
コ
ド
ル
銀
の
通
用
壱
禁
止
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
そ
の
他
改
正
に
と
も
な
う
法
体
系
の
整
備
改
革
。

要
す
る
に
添
田
プ
ラ
Y
の
目
標
と
し
た
金
本
位
制
は
プ
ラ

γ
自
ら
の
言
葉
を
も
っ
て
す
れ
ば
、

「
五
円
以
上
ノ
新
金
貨
ヲ
鋳
造
γ
現
行

壱
円
銀
貨
六
千
百
万
円
フ
保
存
ス
ル
ノ
外
銀
貨
自
由
鋳
造
ヲ
禁
シ
台
湾
将
来
ノ
通
用
二
百
ス
ル
モ
ノ
ヲ
除
グ
ノ
外
政
府
壬
一
増
鋳
ス
ル
ヲ
得

サ
ル
コ
ト
ト

γ
期
月
ル
所
ハ
以
テ
現
今
通
貨
ノ
常
体
ヲ
変
更
セ
ス
シ
テ
同
時
一
一
銀
貨
ノ
価
格
ヲ
維
持
セ

y
ト
ス
ル
-
一
在
リ
之
レ
荒
γ
現
今

ノ
国
勢
一
適
セ
ル
一
種
ノ
金
本
位
制
L

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

(
同
上
、
六
七
頁
)

い
ま
こ
の
添
田
プ
ラ

γ
を
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
に
記
載
さ
れ
た
さ
き
の
阪
谷
プ
ラ
ン
と
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
の
相
異
点
は
つ
ぎ

の
ご
と
し
。

付

品
位
九
O
O位
の
本
位
金
貨
一
円
の
量
目
が
添
田
プ
ラ
ン
で
は
総
量
二
二
・
五
三
グ
レ
イ

γ

(
純
量
二
一
・
一
八
グ
レ
イ
ン
)
に
対



し
て
、
阪
谷
プ
ヲ

γ
は
総
量
二
分
二
厘
二
毛
二
二
即
ち
一
二
・
八
六
グ
レ
イ
y

(
純
量
一
一
・
五
七
グ
レ
イ
ン
)
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
前

者
の
場
合
金
銀
比
価
を
一
対
二
一

0
・
七
三
一
と
し
た
の
に
対
し
、
阪
谷
プ
ラ
Y
で
は
一
対
三
二
・
三
四
(
こ
れ
は
の
ち
の
貨
幣
法
案
に
お
け
る
基

準
比
価
と
同
様
で
あ
る
)
シ
し
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
算
定
基
準
相
場
を
き
め
る
場
合
の
背
景
と
な
っ
た
金
鍾
比
価
の
国
際
的

動
向
と
見
透
し
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
阪
谷
プ
ヲ

γ
の
場
合
そ
の
前
年
一
八
九
四
年
の
ロ

y
ド

γ
金
銀
比
価
は
年
平
均
一
対
三

一
一
・
五
七
で
あ
り
、
添
田
a

フ
ラ
ソ
の
場
合
そ
の
前
年
一
八
九
六
年
の
年
平
均
は
一
対
三

0
・
五
九
で
あ
る
。

t三)

添
田
。
フ
ラ
ソ
で
は
金
貨
は
五
円
、

十
円
、
二
十
円
の
三
種
で
あ
る
が
、

阪
谷
プ
ラ

y
で
は
二
十
円
金
貨
一
種
類
で
あ
る
(
そ
れ
未

満
は
専
ら
銀
貨
使
用
)

と
れ
は
阪
谷
プ
ラ
ン
が
、
金
本
位
即
行
論
で
あ
り
、
し
か
も
当
時
は
ま
だ
償
金
が
受
領
さ
れ
る
以
前
で
あ
っ
た
の

で
極
端
な
金
節
約
を
行
な
う
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(
前
掲
拙
稿
)

国

両
者
は
い
ず
れ
も
免
換
は
金
貨
も
し
く
は
銀
貨
を
も
っ
て
行
な
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
阪
谷
プ
ラ
Y
は
さ
き
の
金
節
約
に
関

連
し
て
内
地
の
需
要
に
は
も
っ
ぱ
ら
銀
を
も
っ
て
免
換
し
、
外
国
の
需
要
と
い
え
ど
も
差
支
え
な
い
か
ぎ
り
は
銀
を
も
っ
て
し
、
可
及
的

に
金
を
失
う
こ
と
な
き
を
期
し
、
そ
の
た
め
金
に
多
少
の
打
歩
壱
生
ず
る
こ
と
す
ら
恐
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
添
田
プ
ラ
ン
で
は
、

円

銀
貨
現
在
高
六
千
百
万
円
以
外
の
一
円
銀
に
対
し
て
は
免
換
券
の
発
行
を
禁
じ
、
(
し
た
が
っ
て
免
換
銀
貨
準
備
も
こ
の
額
を
こ
え
る
こ
と
は
で

そ
の
場
合
、
決
し
て
五
円
以
下
の
免
換
券
壱
発
行
し
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
。
つ

ま
り
免
換
券
と
法
貨
と
し
て
許
容
さ
れ
た
銀
貨
と
金
貨
と
の
等
価
性
を
可
及
的
に
確
保
し
よ
う
、
と
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
関

き
な
い
)
こ
れ
以
外
は
す
べ
て
金
を
も
っ
て
免
換
し
‘

連
し
て
、

4司

両
者
は
い
ず
れ
も
銀
貨
の
自
由
鋳
造
の
原
則
的
禁
止
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
政
府
に
よ
る
銀
貨
鋳
造
の
権
限
を
一
定
の
限
度
に
お

い
て
留
保
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
も
、
阪
谷
プ
ラ
Y

の
場
合
、
そ
れ
に
対
す
る
制
限
は
比
較
的
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
て
、
政
府
の
必

添
田
プ
ラ
ソ
と
高
橋
誌
見
書

第
九
十
四
巻

四
五

第
五
号

五
ノL



添
田
プ
ラ
ゾ
と
高
橋
立
見
書

第
九
十
四
巻

一四六

第
五
号

/、
O 

要
に
も
と
づ
い
て
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
添
因
。
フ
ラ

γ
で
は
、
台
湾
将
来
の
適
用
に
資
す
る
ほ
か
は
政
府
も
増

鋳
す
る
を
え
ず
と
し
て
、
前
者
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

国

添
田
プ
ラ
Y

で
は
、
。
フ
ラ
ソ
の
予
定
す
る
金
本
位
制
の
過
渡
的
性
格
へ
の
認
識
の
精
度
に
お
い
て
、

つ
ま
り
そ
れ
が
十
全
の
も
の

で
な
く
「
目
下
止
ム
ヲ
得
サ
ル
ヨ
り
出
テ
タ
ル
便
法
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
故
将
来
は
純
然
た
る
金
本
位
を
確
立
す
る
た
め
、
銀
貨
の
漸

次
的
使
用
制
限
、
法
貨
的
性
絡
の
排
除
、
改
鋳
に
よ
る
補
助
貨
増
鋳
の
必
要
を
強
調
す
る
点
に
お
い
て
、
は
る
か
仁
阪
谷
プ
ラ

y
を
こ
え

る
深
さ
品
」
も
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

だ
か
ら
添
田
プ
ヲ
ソ
は
同
じ
く
岐
行
本
位
制
を
指
向
し
つ
つ
も
、
阪
谷
。
フ
一
7
y
に
比
べ
て
、

一
層
前
進
し
た
強
固
な
位
置
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
、
貨
幣
制
度
調
査
会
に
お
け
る
添
田
意
見
、

つ
ま
り
「
現
今
ノ
本
位
制
度
ヲ
直
-
一
変
更
ス
ル
ハ
策
ノ
得
タ
ル
モ

ノ
三
非
ス
。

殊
ニ
金
準
備
不
足
ノ
為
メ
止
ム
J

ト
ヲ
得
ス
姑
息
不
備
ナ
ル
金
貨
本
位
制
ヲ
決
行
ス
ル
カ
如
キ
ハ
最
モ
不
可
ナ
リ
」

(
前
掲

集
成
、
十
二
巻
、
一
一
九
六
頁
)
と
し
阪
谷
。
フ
ラ

γ
に
反
対
し
た
添
田
の
見
解
を
多
分
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
υ

ω
阪
谷
プ
ラ
ン
で
は
円
の
品
位
量
目
に
つ
い
て
九
O
C位
二
分
一
一
厘
一
王
】
二
一
一
と
日
本
武
目
を
も
っ
て
し
か
表
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
上
記
の
グ
レ
イ
ン
へ
の
換
罫
方
法
は

貨
幣
法
案
に
お
け
る
量
目
換
茸
方
法
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
円
九
O
O
位
の
金
貨
一
円
総
監
u
O
八一二一三一一グラム
H
一
二
八
六
ク
レ
イ
γ
H
三
分
二
匝
二
毛
二
二
。

こ
れ
を
新
貨
央
令
(
明
治
凹
年
)
の
場
合
の
地
目
換
算
方
法
に
よ
る
と
金
貨
一
門
H
O
λ
一
一
一
二
三
グ
ラ
ム
U

一
三
八
六
グ
レ
イ
ン
目
一
一
昔
二
厘
一
宅
八
四
に
な
る
。
〕

な
お
紐
情
論
叢
九
二
巻
一
二
号
捌
帽
で
阪
谷
プ
ラ
ン
の
円
を
九
O
C
位
の
金
品
目
=
起
こ
厘
二
毛
二
二
。
こ
れ
は
旧
本
位
金
貨
五
円
に
あ
た
る
と
あ
る
の
は
、
ハ
同
号
七
八

頁
、
通
巻
二
O
八
五
)
匁
は
分
の
、
五
円
は
O

T
れ
円
の
誤
植
で
あ
る
こ
と
を
こ
と
で
念
の
た
め
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

し
か
し
、
以
上
の
相
異
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
は
い
ず
れ
も
、
銀
貨
の
自
由
鋳
造
停
止
と
共
に
、
現
行
一
円
銀
貨
の
法
貨
と
し
て

の
使
用
継
続
を
前
提
と
し
た
阪
谷
プ
ラ
ソ
の
い
う
「
銀
貨
混
用
金
貨
本
位
制
度
」
す
な
わ
ち
、
肢
行
本
位
制
を
企
図
す
る
と
い
う
点
で
は

明
ら
か
に
一
致
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
さ
き
に
ふ
れ
た
添
田
プ
ラ

γ
の
主
要
内
容
な
ら
び
に
さ
き
に
引
用
し
た
同
プ
ラ
ソ
の
目
標
と
し



た
金
本
位
規
定
に
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
フ
ラ

γ
の
性
格
壱
示
す
い
ま
ひ
と
つ
の
引
用
を
加
え
て
お
と
う
。

「
当
分
ノ
内
現
今
ノ
現
在
高
六
千
百
余
万
円
ノ
銀
貨
ヲ
法
貨
r
p
v
テ
流
通
セ
シ
ム
ル
時
ハ
第
一
-
一
銀
ノ
巨
額
放
売
ヲ
避
ケ
テ
直
接
日
一
財

政
上
ノ
損
失
ヲ
免
レ
間
接
ニ
銀
価
ノ
下
落
ヲ
防
キ
新
本
位
施
行
ノ
際
金
価
騰
貴
ノ
傾
向
ア
ル
ヲ
抑
制
シ
第
二
ニ
他
日
金
貨
流
出
ノ
時
-
一
際

シ
幾
分
カ
通
貨
ノ
欠
乏
ヲ
補
フ
コ
ト
ヲ
得
へ
キ
カ
故
ユ
物
価
ノ
下
落
金
融
ノ
必
迫
為
替
ノ
騰
貴
ヲ
防
グ
へ
グ
第
一
二
三
東
洋
銀
貨
国
ユ
対
ジ

為
替
上
ノ
利
便
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
へ

vmグ
テ
既
-
一
発
行
ヲ
制
限
シ
テ
六
千
百
万
円
一
一
限
ル
ェ
於
テ
ハ
市
場
ノ
銀
価
下
落
ス
ル
毛
我
銀
貨
ノ

法
価
ハ
永
グ
維
持
セ
ラ
レ
得
へ
キ
ナ
リ
」

(
貨
幣
法
制
定
及
実
施
報
告
、
六
六
頁
一
一
。

た
し
か
に
添
田
プ
ラ

γ
の
鋳
造
金
貨
の
種
類
、
単
位
は
阪
谷
プ
ラ
ソ
よ
り
多
様
化
、
小
額
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
金
貨
免
換
の
制
限

規
定
は
緩
和
さ
れ
、
自
由
鋳
造
制
限
規
定
は
よ
り
き
び
し
く
な
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
相
異
は
プ
ラ
ゾ
形
成
の
背
景
の
相
異
、

つ
ま
り
阪
谷
プ
ラ
ソ
が
な
お
賠
償
金
の
具
体
的
受
領
以
前
の
段
階
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
の
に
対
し
、
添
田
プ
一
フ

γ
は
す
で
に
賠
償
金
の

一
部
受
領
済
の
段
階
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
金
準
備
確
保
の
可
能
性
の
差
異
を
反
映
し
て
い
た
と
も
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
よ
り
本
質
的
な
側
面
、
す
な
わ
ち
、
銀
貨
の
自
由
鋳
造
停
止
、
現
行
銀
貨
の
法
貨
と
し
て
の
使
用
継
続
、
党
換
に
お
け
る
金

銀
両
貨
の
使
用
規
定
等
に
お
い
て
、
両
者
は
質
的
同
一
性
を
依
然
留
保
し
て
い
た
の
で
あ
る
Q

同
匝
谷
プ
ラ
ン
は
貨
幣
制
度
調
査
報
告
(
明
治
二
八
年
じ
月
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
す
で
に
同
年
五
月
十
五
日
の
貨
幣
制
度
調
査
会
特
別
委
員
調
査
報
告

(
斡
別
委
員
長
園
田
4
4
古
が
会
長
谷
千
域
宛
に
報
告
し
た
も
の
)
の
中
仁
一
記
輸
さ
れ
て
い
る
。
ハ
大
肱
省
所
蔵
松
方
家
文
書
国
王
号
所
収
特
別
委
員
調
査
報
告
)

し
た
が
っ
て
、
添
回
プ
ラ

γ
は
e

フ
ラ
ソ
自
体
の
当
面
目
標
と
す
る
幣
制
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
賠
償
金
受
領
U
金
準
備
基
礎
拡
大
を
背
景

と
し
た
段
階
に
お
け
る
阪
谷
プ
ラ
Y

た
る
性
格
壱
も
つ
も
の
、
い
い
か
え
れ
ば
阪
谷
プ
ヲ
ソ
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
と
い
い
う
る

で
あ
ろ
う
ο

添
田
プ
ラ
ン
と
一
品
橋
語
亘
書

第
九
十
四
巻

凹
七

第
五
号



添
田
プ
ラ
ソ
と
高
橋
意
見
書

第
カ
十
四
巻

四
ノ¥

策
立
号

プて

以
上
簡
単
に
前
掲
『
貨
幣
法
制
定
及
実
施
報
告
』
に
お
い
て
、

明
治
一
ニ

O
年
の
貨
幣
法
(
案
)
の
基
礎
母
体
と
評
価
さ
れ
た
添
目
。
フ
ラ

ン
の
性
格
に
つ
い
て
ふ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
添
田
プ
ラ

γ
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
採
用
す
へ
き
金
本
位
制
の
形
態
に
関
連
し
て
之
に

対
す
る
強
力
な
反
対
論
が
高
橋
是
清
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
G

そ
し
て
貨
幣
法
(
案
)
は
そ
の
実
施
過
程
を
も
含
め
て
、

の
反
対
論
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
い
み
で
も
、
高
橋
の
意
見
は
貨
幣
法
(
案
)
の
成
立
に
と
っ
て
逸
す
べ
か
ら
ざ

こ
の
高
橋

る
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

む
し
ろ
貨
幣
法
(
案
)
は
こ
の
二
つ
の
見
解
の
上
に
立
脚
し

τい
る
E
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
附
言
す
れ
ば
、
の
ち
に
の
べ
る
よ
う
に
そ
れ
は
添
田
プ
ヲ

y
そ
の
も
の
の
形
成
過
程
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
性
を
も
っ

て
い
る
の
で
あ
る
G

し
た
が
っ
て
、
以
下
こ
の
高
橋
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
反
対
論
|
|
そ
れ
は
同
時
に
別
個
の
幣
制
改
革
プ
ヲ
Y
を

提
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
|
|
i
に
つ
い
て
の
ベ
る
こ
と
に
し
た
い
。

高
橋
意
見
書
(
高
橋
プ
ヲ

γ
)

「
金
貨
本
位
制
定
-
一
関
ス
ル
卑
見
」
と
題
す
る
高
橋
是
清
(
当
時
横
浜
正
金
銀
行
取
締
役
兼
本
匝
支
配
人
)
の
意
見
書
(
前
掲
松
方
家
文
書
、
第

四
五
号
所
収
)
は
、
提
出
年
月
日
の
記
載
が
な
く
、

し
た
が
っ
て
発
表
時
期
に
つ
い
て
は
推
定
壱
下
す
ほ
か
な
い
が
、

の
ち
に
ふ
れ
る
内

容
な
ら
び
に
、
『
高
橋
是
清
自
伝
』
の
記
述
か
ら
し
て
、
さ
き
の
松
方
内
閣
の
成
立
し
た
一
八
九
六
年
(
明
治
二
九
年
)
の
九
月
以
降
、
添

田
ゾ
ラ
ン
の
成
立
し
た
一
八
九
七
年
一
月
末
以
前
の
時
期
に
お
い
て
、
松
方
の
諮
問
に
対
す
る
答
中
書
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
し
て
ま
ず
あ
や
ま
り
は
あ
る
ま
い
。

『
寸
前
橋
是
清
自
伝
』
の
こ
の
点
に
関
す
る
記
述
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
明
治
二
九
年
の
九
月
に
至
っ
て
松
方
内
閣
が
成
立
し
、
松
方
伯
は
大
蔵
大
臣
を
兼
任
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
わ
が
国
は
銀
貨
本
位
で



あ
っ
た
が
、
松
方
伯
は
予
て
よ
り
金
本
位
制
に
改
め
る
音
芸
品
を
持
っ
て
を
ら
れ
た
事
と
て
そ
の
事
に
関
し
て
私
に
も
相
談
が
あ
っ
た
。
当

時
銀
は
低
落
の
一
途
を
た
ど
り
、
金
に
対
し
て
は
昔
日
の
半
価
と
な
っ
て
ゐ
た
。
即
ち
従
来
金
一
円
の
量
目
は
四
分
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

半
分
二
分
を
以
て
新
金
貨
一
円
と
す
れ
ば
、
為
替
相
場
に
お
い
て
も
、
内
外
貸
借
関
係
に
お
い
て
も
丁
度
平
衡
が
取
れ
る
や
う
な
状
態
で

あ
っ
た
か
ら
、
私
は
今
日
こ
そ
正
に
金
本
位
壱
実
行
す
べ
き
時
で
あ
る
と
答
申
し
た
。
」
(
高
橋
是
清
自
伝
、
五
三
七
頁
)

ω
な
お
『
高
橋
是
清
自
伝
』
で
は
こ
の
答
坤
の
の
ち
、
も
う
一
度
輸
出
さ
れ
た
組
貨
の
一
先
換
の
期
間
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
答

E行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
記
揖
管
制
刊
を
発
見
し
え
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
目
伝
に
記
載
さ
れ
た
以
上
に
知
る
こ
と
は
い
ま
の
ー
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
幣
制
改
革
の

根
本
問
題
の
関
連
か
ら
い
っ
て
も
重
要
性
に
お
い
て
前
者
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
志
の
た
め
『
自
伝
』
に
よ
っ
て

ζ

の
二
度
目
の
答
申
の
内
容
に
つ
い
て
ふ
れ

る
と
、
と
わ
は
金
本
位
制
へ
の
改
革
に
と
も
な
い
、
中
国
南
洋
方
面
へ
の
輸
川
円
銀
が
一
時
に
日
本
に
還
流
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
こ
れ
と
新
金
貨

と
の
引
換
を
許
す
べ
き
制
限
を
と
う
訣
定
す
る
か
、
ま
た
と
れ
に
つ
い
て
、
外
回
融
行
た
と
え
ば
香
上
銀
行
及
び
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
組
行
等
の
意
見
を
聞
〈
べ
き
か
と
い
う

こ
と
に
対
す
る
高
橋
の
答
申
で
あ
る
。
同
橋
は
こ
の
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
元
来
設
が
円
盤
に
し
て
一
度
海
外
に
輸
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
、
単
に
韻
塊
と
し
て
取
扱
ふ
の
が
至
当
で
あ
る
。
輸
入
銀
貨
は
決
し
て
新
生
貨
と
引
換
へ
の
義
務
は

な
い
E

殊
に
一
匡
の
貨
幣
制
度
を
定
む
る
に
放
っ
て
、
外
匡
銀
行
者
を
臨
躍
し
こ
れ
に
意
見
を
開
く
で
」
と
き
は
、
不
見
識
の
豆
り
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
百
害
あ
っ

て
一
利
な
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
支
那
及
び
南
洋
よ
り
既
に
日
本
に
向
付
積
み
附
さ
れ
た
る
日
韓
に
対
し
て
は
多
ナ
の
考
慮
を
加
へ
、
新
制
度
の
実
施
当
日
よ
り
三
週
間

位
の
引
換
へ
期
同
そ
許
せ
ば
よ
ろ
し
か
ら
ん
」
。
(
向
上
昔
、
豆
一
二
八
頁
)

け
は
金
貨
本
位
制
定
の
時
期
の
問
題
、

に
お
い
て
構
想
さ
れ
つ
つ
あ
る
改
革
案
に
対
す
る
批
判
、
伺
高
橋
自
身
の
幣
制
改
革
の
構
想
、
同
日
本
金
本
位
移
行
に
関
連
し
て
新
し
〈

高
橋
の
意
見
書
(
答
申
書
)
は
こ
れ
を
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

同
政
府

領
土
と
な
っ
た
台
湾
の
幣
制
を
い
か
に
す
べ
き
か
の
問
題
マ
あ
る
。
以
下
こ
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
、
意
見
書
の
内
容
壱
や
や
詳
細
に
の

べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

〔

A
〕

幣
制
改
革
の
方
向
と
時
期

添
田
プ
ヲ
ソ
と
高
橋
意
見
書

第
九
l
四
巻

一二四五

第
五
号



添
田
ブ
ラ
ン
と
宵
橋

E
見
書

第
九
」
I

四
巻

互E

O 

第
五
号

六
回

ま
ず
第
-
の
点
に
関
す
る
高
橋
の
意
見
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
政
府
の
金
貨
本
位
制
定
の
計
画
に
つ
い
て
、
時
機
尚
早
を

唱
え
る
も
の
が
い
る
が
、
銀
価
下
落
が
銀
貨
国
の
輸
出
お
よ
び
工
業
を
賀
両
す
る
の
は
、
そ
の
影
響
が
為
替
相
場
に
現
わ
れ
て
、
し
か
も

そ
れ
が
内
地
の
諸
物
価
等
に
普
及
し
な
い
間
の
一
時
的
な
も
の
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
ヮ
て
銀
価
が
た
え
ず
ま
す
ま
す
下
落
し
つ

つ
あ
る
こ
と
が
輸
出
奨
励
壱
期
待
し
う
る
条
件
と
な
る
。
も
し
銀
価
の
傾
向
的
下
落
が
止
っ
て
、
同
一
の
相
場
が
維
持
F
れ
る
な
ら
ば
、

諸
物
価
、
金
利
お
よ
び
賃
銀
な
ど
に
い
た
る
ま
で
銀
価
下
落
の
影
響
が
普
及
し
て
一
般
に
騰
貴
す
る
か
ら
、
製
造
家
は
一
定
の
物
品
を
輸

出
し
て
多
額
の
銀
貨
を
与
え
て
も
、

一
方
で
は
原
料
、
金
利
、
賃
銀
な
ど
が
騰
貴
し
て
生
産
入
費
が
増
加
す
る
場
合
に
は
、
結
局
利
益
を
収

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
そ
の
影
響
が
す
で
に
持
及
し
た
の
ち
に
銀
価
の
騰
貴
で
も
起
れ
ば
、
生
産
入
費
は
す
で
に
増
加
し
て
い
る
の
に
製
品
に
対
し
て
得

る
と
こ
ろ
の
銀
貨
額
は
減
少
す
る
と
と
に
な
る
か
ら
、
輸
出
は
阻
害
さ
れ
工
業
の
困
難
を
来
た
さ
ざ
る
号
、
え
な
い
。
現
在
は
銀
価
下
落
が

や
や
停
止
の
状
態
に
あ
る
が
、
将
来
の
こ
と
は
確
定
し
が
た
い
。
も
し
銀
側
引
つ
づ
い
て
下
落
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
金
貨
本
位

を
採
用
す
る
こ
と
は
た
し
か
に
輸
出
の
奨
励
効
果
を
失
な
う
結
果
と
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
唯
一
部
の
不
利
で
あ
っ
て
、
金
貨
木
位
の
採
用
の
結
果
、
金
貨
国

r対
す
為
替
動
揺
の
危
険
を
除
く
こ
ー
と
が
で
き
れ

ば
、
海
外
貿
易
の
七
割
を
占
め
る
金
貨
困
と
の
貿
易
は
非
常
な
便
益
壱
う
る
こ
と
に
な
る
の
は
必
歪
で
あ
る
G

さ
ら
に
と
の
売
め
金
貨
同

の
資
本
が
安
じ
て
わ
が
公
債
等
に
投
資
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
従
来
金
貨
国
資
金
の
流
通
の
範
囲
外
に
隔
絶
し
て
い
た
日
本
は
、
こ
こ

に
は
じ
め
て
外
資
移
入
の
門
戸
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
百
般
の
事
業
は
低
利
の
資
金
を
使
用
で
き
る
と
と
に
な
る
。
だ
か
ら

金
本
位
採
用
に
よ
る
全
体
叩
利
益
は
一
部
の
不
利
壱
償
っ
て
余
り
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
将
来
銀
価
の
下
落
を
予
想
し
う
る
よ
う
に
、
銀
の
騰
貴
を
予
知
川
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
G

そ
の
場
合
、
ご
と
に
恐
る
べ
き



は
人
為
的
変
動
で
あ
っ
て
、
万
国
複
本
位
同
盟
の
ご
と
き
仕
し
ば
ら
く
行
な
わ
れ
な
い
と
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
の
ご
と
き
は
大
統

領
の
選
挙
ご
と
に
貨
幣
問
題
が
生
じ
、
そ
の
政
党
の
勝
敗
如
何
で
幣
制
壱
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ず
、
或
は
一
朝
に
し
て
銀
本

位
を
断
行
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
一
片
の
法
律
に
よ
っ
て
、
銀
価
を
暴
騰
さ
せ
る
こ
と
に
な
号
、
も
し
こ
の

よ
う
な
時
に
お
い
て
日
本
が
も
し
銀
本
位
を
維
持
し
て
お
れ
ば
、
物
価
は
た
ち
ま
ち
暴
落
し
、
百
般
の
事
業
は
ほ
と
ん
ど
瓦
壊
を
ま
血
が

れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
推
論
を
基
礎
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
高
橋
の
結
論
が
み
ち
び
か
れ
る
。

「
故
-
一
時
機
ヲ
観
望
セ
ハ
終
一
一
際
限
フ
キ
ノ
ミ
ヲ
ラ
ス
又
実
ニ
非
常
ノ
危
険
ヲ
胃
サ
ガ
ル
ヲ
得
月
間
シ
テ
今
日
本
邦
ハ
靖
国
ヨ
リ
領
収

γ
タ
ル
償
金
ヲ
金
ニ
テ
所
有
マ
ハ
ル
コ
ト
砂
ナ
カ
ラ
ス
且
為
替
相
場
モ
概
ネ
二

f
九
片
台
一
保
合
ヒ
ア
金
銀
ノ
比
価
金
一
銀
三
十
一
乃
至
三

す
二
ノ
間
ニ
ア
レ
ハ
物
価
及
ヒ
貸
借
ヲ
撹
乱
セ
ス

γ
テ
金
貨
本
位
ヲ
行
ア
ニ
適
ス
ル
モ
ノ
ニ

V

テ
論
者
ノ
説
(
時
期
尚
早
と
い
う
こ
と
小

野
〕
ア
ル
エ
拘
ハ
ラ
ズ
今
日
山
金
貨
本
位
採
用
ノ
好
時
機
タ
ル
ヲ
失
ハ
サ
ル
ム
シ
。
」
(
前
掲
高
橋
是
清
「
金
貨
本
位
制
定
一
一
関
ス
ル
卑
見
」
、
松

方
家
文
書
凹
五
回
勺
訓
収
。
以
下
引
用
は
す
へ
て
こ
れ
に
よ
る
)

こ
の
高
精
の
金
本
位
肯
定
論
そ
の
も
の
は
時
期
の
問
題
を
別
と
す
れ
ば
別
に
新
味
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
す
で
に
貨
幣
'

制
肢
調
査
会
の
金
貨
論
者
の
強
調
し
た
点
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
〔
集
成
、
十
二
咋
ぶ
些
山
間
)
た
だ
こ
こ
で
は
か
つ
て
貨
幣
制
度
調
査
会
に
お
い
十

て
、
現
幣
制
の
維
持
の
強
力
な
主
張
を
行
っ
た
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
た
る
園
田
」
羊
古
に
か
わ
っ
て
、
同
じ
く
横
浜
正
金
銀
行
の
内
部
か
ら

金
本
位
肯
定
H
即
行
論
が
現
わ
れ
た
こ
と
。
し
か
も
そ
れ
が
日
本
銀
行
よ
り
派
遣
さ
れ
た
高
橋
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
。
そ
れ
は

ま
た
高
橋
壱
通
ず
る
横
浜
正
金
銀
行
指
導
層
の
変
化
、
正
金
自
体
の
編
成
替

u
日
銀
の
直
接
統
制
の
強
化
を
も
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い

〔

B
〕

政
府
幣
制
改
革
案
の
批
判

添
四
フ
ラ
ン
し
と
高
橋
苛
山
見
書

第
九
十
四
巻

五

第
五
号

ノ、

五



添
田
/
ラ
ン
と
高
橋
立
見
省

第
九
十
四
巻

五

第
五
号

ノ、
/、

第
二
の
問
題
、
さ
き
に
の
ベ
た
政
府
の
改
一
草
案
に
対
す
る
高
橋
の
見
解
に
う
つ
ろ
う
。
高
橋
は
当
時
政
府
の
改
革
プ
ラ
ン
と
し
て
提
起

さ
れ
て
い
た
甲
乙
二
つ
の
プ
ラ

γ
に
批
判
壱
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
甲
案
に
対
す
る
批
判
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

改
革
プ
ラ
ン
の
甲
案
は
高
橋
自
身
の
要
約
に
し
た
が
え
ば
そ
の
大
綱
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「け

新
貨
幣
条
令
ヲ
発
布
ス
ル
ト
同
時
ニ
銀
貨
ノ
自
由
鋳
造
ヲ
禁
ス
ル
事

ゆ

当
分
壱
円
銀
貨
ヲ
法
貨
T
γ

テ
金
額
一
一
制
限
ナ
ク
受
授
セ
シ
ム
ル
事

現
在
ー
ノ
先
換
銀
券
ハ
金
貨
又
ハ
銀
貨
ヲ
以
テ
交
換
一
ン
得
ル
コ

t
ニ
定
ム
ル
事
」
。

と
こ
ろ
で
高
橋
は
こ
の
甲
案
に
同
意
し
え
な
い
理
由
壱
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

国
第
一
に
、
右
甲
案
に
お
い
て
金
貨
本
位
制
定
と
同
時
に
一
円
銀
貨
の
自
由
鋳
造
を
禁
ず
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
至
当
の
こ
と
で
あ
る
が
、

単
に
鋳
造
壱
請
う
の
自
由
壱
人
民
に
禁
ず
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
政
府
と
い
え
ど
も
補
助
貨
幣
の
ほ
か
は
全
然
銀
貨
鋳
造
を
廃

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
金
銀
両
貨
を
と
も
に
法
貨
と
し
同
時
に
併
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
列
国
の
同
盟
を
も
っ
て
金
銀

の
比
価
を
協
定
し
共
に
両
本
位
壱
行
な
う
時
で
な
け
れ
ば
と
う
て
い
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
当
分
一
円
銀
貨
壱
無
制
限
法
貨
と
し
、
新
金
貨
同
様
に
通
月
さ
せ
る
の
は
甲
案
の
一
要
点
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
一

円
銀
貨
の
通
用
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
か
。
な
る
ほ
ど
最
初
立
法
の
当
時
は
金
一
に
対
し
銀
三
十
一
一
の
現
比
価
に
も
と
づ
い
て
幣
制
を

改
革
す
る
の
で
あ
る
か
ら
物
価
お
よ
び
貸
借
関
係
に
影
響
し
な
い
が
、
金
銀
は
ほ
と
ん
ど
日
々
に
相
場
の
変
動
を
ま
ね
が
れ
な
い
。
だ
か

ら
法
律
の
発
布
後
相
場
の
変
動
な
き
を
期
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
幣
制
壱
金
単
位
に
定
め
な
お
法
貨
と
し
て
銀
貨
を
も
併
用
す
る

の
は
、
本
位
を
表
す
の
に
相
異
な
る
両
金
属
を
も
っ
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
金
銀
比
価
の
変
動
す
る
毎
に
金
の
一
円
と
銀
の
一
円
と
は

実
価
壱
異
に
せ
ざ
る
壱
え
な
い
。
故
に
新
条
令
の
発
布
後
諸
物
価
は
一
般
に
金
貨
を
標
準
と
し
て
定
ま
る
も
の
と
す
れ
ば
、

一
円
銀
貨
は



自
然
に
通
貨
た
る
資
格
を
失
司
て
一
商
品
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
銀
価
騰
貴
す
れ
ば
銀
の
一
円
は
金
一
円
に
対
し
て
打
歩
を
生
ず
る

か
ら
、
何
人
も
銀
貨
を
通
貨
と
し
て
使
用
す
る
も
の
は
な
く
銀
貨
は
銀
塊
と
化
す
か
ち
で
あ
る
。
も
し
銀
貨
が
下
落
す
れ
ば
反
対
の
結
果

を
生
じ
、
金
貨
の
流
出
を
促
し
、
幣
制
は
危
機
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。

今
日
日
本
が
金
貨
本
位
を
採
用
す
れ
ば
、
外
国
人
は
ま
ず
そ
の
維
持
、
免
換
の
可
能
性
に
つ
い
て
危
倶
の
念
を
も
っ
て
こ
れ
壱
み
る
と

と
に
な
る
。
い
わ
ん
や
、
た
と
え
人
民
に
対
し
て
銀
貨
の
自
由
鋳
造
を
禁
ず
る
も
、
政
府
は
な
お
そ
の
鋳
造
権
を
保
有
し
、
加
う
る
に
法

律
を
も
っ
て
銀
貨
の
無
制
限
受
授
を
命
ず
る
場
合
仁
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
銀
価
の
騰
貴
し
た
場
合
の
ほ
か
は
、
円
本
の

金
貨
本
位
は
そ
の
金
貨
本
位
た
る
真
面
目
壱
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
銀
貨
の
騰
貴
し
た
場
合
に
は
、

一
円
銀
貨
は

依
然
外
国
銀
行
に
お
い
て
所
有
さ
れ
、
海
外
こ
と
に

γ
γ

ガ
ポ
ー
ル
地
方
に
流
通
す
る
か
ら
、
わ
が
中
央
銀
行
は
正
貨
準
備
と
し
て
金
貨

を
保
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
に
は
、
外
人
は
金
貨
免
換
の
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
銀
貨
が
大
い
に
下
落
す
る
場
合
、
人
々
は
そ
の
銀
貨
壱
金
貨
と
交
換
し
よ
う
と
し
、
ま
た
海
外
に
流
通
し
て
い
る
も
の
も
酒
々

と
し
て
流
入
し
、
こ
れ
に
代
っ
て
金
貨
が
益
々
流
出
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
中
央
銀
行
の
金
準
備
が
減
少
し
て
も
、
免
換
券
の
金
貨
免

換
を
維
持
で
き
る
聞
は
ま
だ
い
い
が
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
と
、
法
律
で
銀
貨
の
無
制
限
法
貨
た
る
こ
と
を
許
す
以
上
、
銀
貨
巷
も
っ

て
免
換
券
の
引
換
え
に
当
て
て
も
そ
の
領
収
を
こ
ば
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
そ
の
結
果
金
貨
の
相
対
的
騰
貴
を
生
じ
、
金
銀
貨
の
間

に
打
歩
を
発
生
せ
し
め
、
日
本
の
貨
幣
は
そ
の
時
か
ら
実
際
上
銀
貨
と
な
り
、
諸
物
価
そ
の
他
す
べ
て
銀
貨
を
標
準
と
し
て
計
算
さ
れ
る

に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
金
貨
本
位
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
と
れ
に
関
連
し
て
、
外
国
と
の
取
極
め
の
問
題
が
あ
る
。
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ソ
ガ
リ
l
固
と
の
修
好
通
商
航
海
条
約

第
六
条
に
「

-
日
本
重
立
タ
ル
貨
幣
製
造
局
並
三
諸
開
港
場
-
一
於
テ
取
建
ッ
ヘ
キ
貨
幣
局
一
一
テ
外
属
人
及
ヒ
日
本
人
ハ
其
身
分
ニ
拘
ハ

添
田
プ
ラ

γ
と
前
場
覚
書

第
九
十
四
巻

五

第
五
号

ノ、
七



添
田
プ
ラ
ン
と
高
橋
意
見
書

第
九
」
L

凹
栓

Ii. 
Pヨ

第
五
号

/、

ノ、

ラ
ス
諸
種
ノ
外
悶
貨
幣
及
ヒ
坤
金
銀
ヲ
其
吹
換
入
用
ヲ
差
引
キ
日
本
貨
幣
ト
同
リ
ソ
真
価
ノ
割
合
ヲ
以
一
ア
引
換
ユ
へ
ヅ
云
一
E
L

、
と
あ
る
。
と

の
条
約
の
明
文
は
或
は
解
釈
上
に
議
論
の
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
し
外
同
人
が
f
の
糸
約
に
よ
っ
て
日
本
貨
幣
の
鋳
造
を
請

う
権
利
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
た
と
え
日
本
人
に
向
っ
て
一
円
銀
貨
の
自
由
鋳
迭
を
焦
止
で
き
て
も
、
現
行
条
約
の
効
力
あ
る
限
り
、
外

国
人
に
向
っ
て
日
木
人
と
同
様
に
こ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
外
国
人
が
そ
の
鋳
造
を
求
め
る
と
と
を
防
止
す
る
に
は
、

一
円
銀
貨
壱
廃
止
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
日
本
の
貨
幣
た
ら
し
め
な
い
こ
と
よ
り
ほ
か
は
な
い
。

ω
葡
六
必
需
は
第
十
六
条
の
あ
や
ま
り
Q

な
お
両
椅
は
こ
の
索
前
Y
け
し
か
あ
げ
て
い
な
い
が
、
同
様
の
条
唱
は
英
非
仏
蘭
と
の
砂
税
約
書
第
六
条
(
慶
応
二
年
五
月
)
‘

ロ
ジ
ア
と
の
新
定
約
書
第
六
条
(
慶
応
三
年
十
一
月
〉
な
と
一
連
の
諸
外
岡
と
の
条
約
条
項
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
松
井
清
嗣
日
木
近
代
貿
易
史
、
節

-
草
川
収
拙
端
、
さ
ら
に
総
指
諭
v
Y

刷
、
第
八
一
巻
一
一
丁
、
六
号
所
収
制
耐
を
参
照
。
な
お
こ
こ
で
高
橋
の
あ
げ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
-
ハ
ソ
ガ
リ
と
の
条
好
通
肉
航
海
条
約

は
明
治
二
午
九
月
の
も
の
。
(
法
規
分
類
大
生
、
悌
一
制
、
外
交
門
一
一
、
二
三
頁
)

第
三
に
甲
案
は
現
在
の
免
換
銀
券
は
金
貨
ま
た
は
銀
貨
を
も
っ
て
免
換
す
べ
し
と
定
め
て
い
る
が
、
と
の
金
貨
と
銀
貨
と
の
選
択
す
る

権
利
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
立
案
者
の
意
図
が
も
し
、
交
換
請
求
者
の
希
望
に
従
っ
て
金
貨
ま
た
は
銀
貨
を
渡
す
の
で
は
な
く
て
、
請
求
者

の
希
望
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
中
央
銀
行
の
便
宜
に
よ
勺
て
、
随
意
に
金
貨
主
た
は
銀
貨
壱
交
付
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
金
貨
本
位
は
実

際
に
は
確
立
し
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
正
に
金
貨
制
度
壱
施
行
す
る
に
十
分
な
準
備
の
な
い
こ
と
を
自
ら
認
め
る
よ
う
在
も
の
で
あ

p
、

こ
う
い
う
こ
と
を
行
な
う
位
な
ら
、
む
し
ろ
金
貨
交
換
壱
行
な
う
に
差
支
え
な
き
実
力
を
蓄
積
し
て
か
ら
改
革
を
実
行
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

時
期
尚
早
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
以
上
が
高
橋
の
申
案
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。

つ
い
で
乙
案
仁
対
す
る
高
橋
の
批
判
を
み
よ
う
。
ま
ず
は
じ
め
に
乙
案
を
高
橋
の
要
約
に
よ
っ
て
示
す
と
、

(寸

今
日
ノ
免
換
銀
券
ノ
内
五
円
以
上
ノ
分
ハ
直
-
一
金
券
同
様
ノ
効
力
ヲ
与
へ
金
貨
ヲ
以
テ
之
ヲ
突
換
ス
ル
事

伺

今
日
ノ
免
換
銀
券
ノ
内
一
円
ノ
分
ハ
一
円
銀
貨
同
一
ノ
手
ノ
ト
ナ

γ
一
一
一
ヶ
年
乃
至
五
ヶ
年
ヲ
期
ジ
新
補
助
貨
幣
ノ
充
実
ス
ル
ヲ



倹
チ
一
7
共
ニ
之
ア
引
揚
ク
ル
事
」
。

両
橋
に
よ
れ
ば
こ
の
乙
案
の
趣
意
は
「
今
日
行
ハ
ル
ル
一
円
銀
貨
ノ
新
貨
条
例
ノ
発
布
ト
同
時
一
一
廃
止
ス
ル
ハ
如
何
一
一
モ
急
激
ニ
失
γ

該
銀
貨
ヲ
所
持
ス
ル
モ
ノ
即
チ
専
フ
外
国
人
一
一
対
γ
テ
背
信
ノ
処
置
ヲ
行
ア
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
プ
ニ
ア
リ
」
、
「
又
新
制
度
一
一
於
テ
ハ
金
五
円

ノ
貨
幣
及
ヒ
紙
幣
ノ
最
少
額
t
ナ
ダ
一
円
ハ
貨
幣
紙
幣
共
一
一
之
ヲ
廃
止
γ
五
円
以
下
ハ
凡
テ
五
十
銭
以
ポ
ノ
補
助
貨
幣
ト
ナ
サ
ン
ト
月

ル
」
も
の
で
あ
っ
た
Q

そ
し
て
高
橋
は
こ
の
乙
案
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

乙
案
で
は
一
円
銀
貨
の
通
用
を
俄
か
に
禁
止
す
る
場
合
、
該
銀
貨
を
多
く
所
有
す
る
外
国
人
の
信
用
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
が
、

事
実
は
こ
れ
と
反
対
で
あ
っ
て
、
銀
貨
を
廃
止
し
て
こ
そ
金
貨
本
位
が
は
じ
め
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
廃

止
す
る
乙
と
は
、
か
え
っ
て
、
外
国
人
の
信
用
を
得
る
所
以
で
あ
る
。
乙
案
は
甲
案
の
よ
う
に
金
準
備
が
乏
し
い
か
ら
一
円
銀
貨
を
存
続

す
べ
し
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
た
だ
改
革
の
急
激
壱
避
け
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
す
で
に
物
価
お
よ
び
貸
借
関
係
に
変
動

一
円
銀

貨
の
通
用
を
廃
止
し
て
も
事
実
上
何
ら
弊
害
は
な
い
。
こ
の
鋭
券
お
よ
び
銀
貨
を
一
時
存
続
さ
せ
る
の
は
改
革
の
経
過
を
容
易
に
し
、
穏

を
起
さ
な
い
こ
と
を
期
し
て
金
貨
本
位
に
改
め
る
以
上
は
、
そ
の
施
行
の
当
日
よ
り
一
円
免
換
銀
券
号
変
じ
て
免
換
金
券
と
し
、

当
を
え
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
三
ヶ
年
乃
至
五
ヶ
年
後
に
は
金
券
も
し
く
は
金
貨
を
も
っ
て
引
換
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
け
っ
き
ょ

く
他
年
の
困
難
壱
伍
胎
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
聞
も
し
金
佃
が
大
い
に
騰
貴
す
れ
ば
大
き
な
損
害
を
う
け
ざ
る
を
え
な
い
。

要
す
る
に
乙
案
は
甲
案
と
対
照
し
て
み
る
と
、
甲
案
の
当
分
と
あ
る
の
を
修
正
し
て
若
干
年
の
期
限
壱
定
め
、
か
っ
、
そ
の
期
限
に
至

っ
て
一
円
銀
貨
壱
廃
止
す
る
と
い
う
点
に
ち
が
い
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
大
同
小
異
で
あ
っ
て
、
目
前
の
便
宜
を
考
え
て
、
他
年
に
非
常

の
困
難
を
残
す
と
い
う
点
で
は
同
一
で
あ
る
。

C 

幣
制
改
革
の
構
想

添
田
プ
ラ
ン
と
高
著
覚
書

第
九
十
四
書
三
五
五

第
五
号

/、

九



添
田
プ
ラ
ゾ
と
一
良
債
古
見
書

第
九
十
四
者

五
六

第
王
号

七
O 

以
上
の
よ
う
に
甲
乙
両
案
号
批
判
し
た
高
橋
は
、
こ
ζ

に
改
め
て
、
自
己
の
改
革
案
壱
丙
案
と
し
て
提
起
す
る
。
す
な
わ
ち
、

新
貨
幣
条
例
発
布
ノ
日
ヨ
リ
官
民
共
ニ
一
円
銀
貨
ノ
鋳
造
ヲ
全
廃
ス
ル
事

「付り

今
日
ノ
一
円
銀
貨
ハ
条
例
施
行
ノ
日
ヨ
リ
其
通
用
ヲ
禁
止
V

一
ク
年
内
ヲ
限
リ
テ
其
交
換
ヲ
許
ス
事

国

今
日
ノ
免
換
銀
券
ハ
条
例
施
行
ノ
日
ヨ
リ
金
貨
免
換
ノ
性
質
ト
フ
ス
事

同

一
円
ノ
免
換
券
ハ
中
央
銀
行
ユ
向
テ
特
-
一
民
間
需
要
者
ヨ
リ
請
求
ア
ル
場
合
ノ
外
ハ
之
ヲ
発
行
k

サ
ル
モ
ノ
ト
シ
而
シ
テ
一
円

ノ
免
換
券
ハ
其
五
枚
ヲ
以
テ
五
円
金
貨
ト
交
換
シ
主
枚
以
下
ノ
端
数
ハ
補
助
銀
貨
ヲ
以
テ
之
ヲ
交
換
旦
ル
事

伺

既
製
ノ
一
円
銀
貨
戸
之
ヲ
補
助
貨
幣
ニ
改
鋳
只
ヘ
シ
而
シ
テ
右
補
助
貨
幣
ヲ
材
料
-
一
充
テ
尚
余
リ
ア
ル
分
〈
能
ク
機
ヲ
察
V
成

ル
ヘ
グ
利
益
ア
ル
方
法
フ
択
ミ
一
7
之
ヲ
処
分
ス
ル
事

約

補
助
貨
幣
ハ
民
間
ノ
需
要
ヲ
酌
量
、
/
テ
適
度
-
一
之
ヲ
発
行
ヒ
サ
ル
へ
カ
ラ
ザ
ル
カ
故
エ
常
ニ
注
意
ジ
テ
過
不
足
ナ
カ
ヲ
ジ
ム
ル

ヲ
務
メ
且
輪
山
ヲ
防
ク
コ
ト
ヲ
要
ス
レ
ハ
今
日
ハ
金
一
銀
二
十
四
位
ノ
割
合
ヲ
以
テ
之
ヲ
鋳
造
エ
パ
事
」
。

甲
乙
二
案
の
批
判
の
上
に
提
起
さ
れ
た
、
高
橋
.
フ
ラ
ン
は
こ
の
よ
う
に
可
及
的
に
純
然
た
る
金
本
位
制
の
施
行
壱
当
初
か
ら
予
定
す
る

も
の
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
あ
き
ら
か
に
さ
き
の
回
乙
二
案
と
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
興
味
深
い
と
と
は
こ
の
高
橋
プ
ラ

γ
の
展
開
過
程
そ
れ
自
体
か
ら
、
は
か
ら
ず
も
、
わ
れ
わ
れ
が
さ
き
に
の
ベ
た
添
田
.
フ
ラ
ン

に
先
立
っ
て
、
高
橋
の
あ
げ
た
甲
乙
二
案
の
政
府
プ
ヲ
Y

の
存
在
を
知
り
え
た
こ
と
で
あ
る
。
添
因
。
フ
ラ
Y
と
こ
れ
ら
甲
乙
二
案
と
の
関

連
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
場
合
甲
案
は
阪
谷
プ
ラ
y
l
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
ま
た
添
田
プ
ヲ
ソ
が
こ
れ
ら
甲
乙
二
案
の
新
た
な
合
成
発

展
と
も
い
え
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
は
や
再
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
添
田
プ
ラ

γ
は
こ
の
よ
う
な
先
行
の
政
府
プ

ニノ

Y
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
ら
と
質
的
な
同
一
性
を
も
っ
て
生
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
高
橋
フ
亨

Y
は
明
ら
か
に
添
田
プ
ラ

γ
と
は



別
個
の
し
た
が
っ
て
対
立
し
た
幣
制
改
革
案
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
両
者
は
も
と
よ
り
そ
の
究

械
の
目
標
(
金
本
位
制
)
壱
異
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
た
だ
そ
れ
に
至
る
経
路
H
手
段
に
お
い
て
異
路
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
前
者
会
し
こ
で
は
甲
・
乙
案
お
よ
び
添
田
プ
ラ
ン
を
含
め
て
)
は
一
挙
に
多
額
の
銀
貨
壱
廃
止
し
て
、

い
た
ず
ら
に
激
変
を
ま
ね
く

必
要
な
く
、
ま
た
こ
れ
を
流
通
さ
せ
て
お
く
聞
に
自
然
に
銀
塊
に
変
ず
る
分
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
か
ら
、
大
い
に
他
年
の
v交
換
を
容
易
な

ら
し
む
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
に
対
し
、
高
橋
に
あ
っ
て
は
正
に
そ
の
こ
と
こ
そ
が
、
か
え
っ
て
一
円
銀
の
回
収
を
困
難
に
し
、
こ
と
に

令
価
騰
貴
す
れ
ば
大
き
な
損
害
を
う
け
、
か
つ
変
則
的
な
両
木
位
壱
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
内
外
の
不
安
を
招
き
、

暴
霞
γ
テ
、
其
輩
固
ヲ
脅
カ
ス
モ
ノ
-
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
前
者
の
場
合
に
は
、
さ
き
に
の
八
た
国
際
条
約
を
た
て
に
と
ら
れ

る
な
ら
ば
、
金
本
位
制
の
実
施
そ
の
こ
と
が
そ
も
そ
も
不
可
能
に
さ
れ
る
危
険
が
存
在
し
た
。
高
橋
プ
ラ

γ
は
こ
の
よ
う
な
す
べ
て
の
危

「
我
が
幣
制
ヲ
危
険

険
を
回
避
し
う
る
最
良
策
と
考
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
高
橋
プ
ラ
γ
は
一
円
銀
貨
の
処
分
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
Q

さ
き
の
甲
乙
案
が
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

の
流
通
の
存
続
、
政
府
に
よ
る
銀
貨
鋳
造
権
の
保
留
を
提
起
し
た
の
は
、
一
つ
に
は
そ
れ
に
よ
っ
て
急
激
な
銀
価
下
落
壱
防
止
し
、
金
本

一
円
銀
貨

位
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
損
失
を
で
き
る
だ
け
軽
減
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
高
橋
案
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、

H 

引
揚
げ
た
銀
貨
を
令
一
対
二
四
の
割
合
壱
も
っ
て
、
補
助
銀
貨
に
改
鋳
す
る
と
と
。
こ
れ
を
の
ち
の
貨
幣
法
案
に
お
け
る
金
と
補

助
銀
貨
と
の
鋳
貨
比
価
一
対
二
八
・
七
五
に
比
ベ
る
と
、
は
る
か
に
銀
を
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
こ
の
補

助
貨
壱
無
制
限
に
鋳
造
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
Q

高
橋
は
こ
れ
を
現
存
補
助
貨
約
二
千
五
百
万
円
に
加
う
る
仁
約
五
六
千
万
円

と
ふ
ん
で
い
る
。

tヰ

そ
れ
以
上
の
残
存
分
な
ら
び
に
政
府
所
有
の
銀
塊
に
つ
い
て
は
、
機
を
察
し
、
上
海
に
輸
送
し
て
支
那
の
金
塊
を
購
収
し
、
さ
ら

添
田
プ
ラ
ン
と
高
橋
意
見
書

第
九
十
四
巻

三
五
七

第
五
号

t三



添
田
プ
ラ
ゾ
と
高
橋
詰
見
書

第
九
十
四
巻

五
ノ、、

第
五
号

じ

に
為
替
に
よ
っ
て
英
貨
そ
の
他
外
国
金
貨
を
買
い
、
ま
た
ロ

ν
ド
ソ
で
売
却
す
る
な
ど
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
補
助

貨
鋳
造
の
利
益
と
栢
ま
っ
て
政
府
は
甚
だ
し
い
損
失
を
ま
ぬ
が
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

と
の
よ
う
に
幣
制
改
革
へ
の
経
路
に
お
け
る
差
異
は
一
円
銀
の
処
分
に
関
し
て
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
同
様
に
損
失
の
軽

減
を
考
感
し
な
が
ら
、
前
者
は
極
東
銀
市
場
リ
銀
貨
圏
の
存
在
を
強
く
考
慮
す
る
に
の
対
し
、
高
橋
プ
ラ
Y

で
は
そ
の
点
が
比
較
的
軽
視

さ
れ
、
改
鋳
益
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
き
、
と
に
も
か
く
に
も
純
然
た
る
金
本
位
制
を
実
行
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
立
場
は
つ
ぎ
に
の
ベ
る
白
糖
の
幣
制
問
題
に
も
反
映
さ
れ
て
く
る
。

〔

n〕

台
湾
幣
制
問
題

さ
き
に
の
ベ
た
よ
う
に
添
田
プ
ラ
Y
で
は
、

(
阪
谷
プ
ラ
ン
の
場
合
に
も
同
様
で
あ
る
が
〕
回
収
録
貨
の
台
清
で
の
利
用
を
予
定
し
、
ま
た

銀
貨
鋳
造
権
も
台
掲
の
将
来
に
対
し
て
留
保
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
目
的
が
わ
が
国
の
金
本
位
制
移
行
に
伴
な
う
損
失
の
軽
減
と
し
て

の
銀
価
維
持
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
高
橋
の
意
見
は
、
さ
き
の
改
革
案
に
お
け
る
彼
の
基
本
的

立
場
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
高
橋
の
見
解
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
フ
た
。

す
な
わ
ち
、
台
湾
の
状
態
に
つ
い
て
は
未
だ
そ
の
経
済
事
情
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
報
告
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
確
乎
た
る
判
断

の
材
料
を
欠
い
て
い
る
が
、
素
直
に
い
っ
て
、
特
別
の
貨
幣
制
度
を
台
湾
に
施
行
す
る
の
は
、
政
府
は
そ
れ
を
考
え
て
い
十
る
よ
う
で
あ
る

が
、
失
計
で
あ
る
と
考
え
る
。
台
湾
に
特
別
の
貨
幣
制
度
壱
施
行
す
れ
ば
、
台
湾
を
経
済
上
益
々
日
本
と
隔
離
し
、
中
国
と
密
着
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
、
台
湾
の
事
業
の
全
権
は
中
国
人
に
帰
し
、
日
本
人
の
手
に
収
め
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。
だ
か
ら
日
本
が
金
本
位
に
移

る
以
上
、
台
湾
も
同
一
制
度
の
下
に
立
た
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
当
面
本
邦
と
画
一
の
貨
幣
制
度
を
施
行
す
る
の
は
到
底
事

情
が
詳
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
特
別
の
幣
制
壱
し
く
こ
と
も
や
り
を
え
な
い
が
、
事
情
の
許
す
か
ぎ
り
は
上
に
の
ベ
た
理
由
に
よ
っ
て
、
日



本
と
画
一
の
幣
制
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
邑
し
て
い
る
。

以
上
高
橋
意
見
書
に
つ
い
て
や
や
詳
細
に
そ
の
概
要
壱
の
へ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
高
橋
の
見
解
が
、
添
田
プ
ラ
Y

を
含
む
政
府
案
と

一
貫
し
て
異
な
る
構
想
壱
い
だ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
貨
幣
法
案
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
高
橋
意
見
書
を
重
視
す
る
の
は
、
そ
れ
が
た
ん
に
通
常
こ
の
法
案
の

原
案
と
さ
れ
る
添
田
デ
ヲ
Y
と
の
異
質
性
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
に
か
ぎ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
す
で
に
前
に
ふ
れ

た
が
、
む
し
ろ
貨
幣
法
案
を
そ
の
後
の
展
開
壱
含
め
て
〔
台
湾
幣
制
を
も
合
め
て
)
考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
添
因
。
フ
ラ
ソ
以
上
に
と
の
高

橋
プ
ヲ

ν
の
投
影
を
う
け
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
壱
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
点
の
論
一
証
は
別
稿
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
た
だ
こ
こ
で
は
貨
幣
法
案
の
形
成
過
程
が
た
ん
に
添
田
。
フ
ラ

γ
壱
準
備
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
に
対
す
る
有
力
な
る

反
対
論
と
し
て
の
高
橋
意
見
書
壱
準
備
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
添
田
プ
ラ

γ
か
ら
貨
幣
法
案
へ
の
変
化

U
両
者
の
あ
る
日
み
で
の
斬
屑
を
架
橋
す
る
手
が
か
り
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
た
り
る
の
で
あ
る
。

添
田
プ
ラ
ン
と
高
橋
立
見
書

第
九
十
四
巻

三Z
九

第
五
号

七


